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デジタル角度計レベルニック 取扱説明書
品番：DP-90G

本器は液体センサーを使用した角度計であり、傾斜角
に応じた液体レベルの変化を電気信号に変換してデジ
タル表示をしています。

●角度（°）、割合（％）、傾斜（mm/M）を測定できます。
●本器を逆さまに使用した場合、デジタル表示も自動
的に逆転しますので天井測定の場合に便利です。
●0°、90°、0％、0mm/Mでブザー音を出すことができ
ます。
●［照明］ボタンを押すとバックライトが点灯し、暗い
場所でも読み取りできます。（約１分で自動消灯）
●目の位置より高い場所での測定でも［表示保持］ボタ
ンにより手元に持ってきて読み取りできます。
●ベースはＶ溝付きですので円筒面上の測定もできま
す。また、基準面は磁石４個付きで、鉄骨などの垂
直面や天井の測定が楽に行えます。

この度はデジタル角度計レベルニックをお買上げいただきありがとうございます。
ご使用前に、本書をよくお読みいただき正しくお使いくださいますようお願い申し上げます。

●型　　　　式：DP-90G
●測 定 範 囲：±90.0°
●最小読取値：角度表示＝0.05°
　　　　　　　　割合表示＝0.1％
　　　　　　　　傾斜表示＝1mm/M
●読 取 精 度：0.0°～ 90.0°＝±0.2°
●表示安定時間：約 10 秒
●使 用 温 度：0～ 50℃
●使用乾電池：9V角形乾電池
●外 形 寸 法：L173×W47×H68mm（突起物を除く）
●重　　　　量：550g
●付　属　品：ソフトケース・取扱説明書
　　　　　　　　9V角形乾電池（テスト用）

　＊予告なしに仕様変更することがあります。

●配管、設備工事の測定と設定
●屋根、外壁工事の測定と設定
●左官、タイル工事の測定と設定
●鉄骨、土木工事の測定と設定

デジタル表示部

Ｖ溝 電池蓋ツマミ

〔背 面〕〔正 面〕

電池を交換する時に回して
電池蓋をはずしてください。

しまるゆるむ

①矢印表示（例、角度の場合）
●傾斜している場合の調整方向を示しています。（図は本器が右上
がりになった例です。）0.05°～44.9°までは水平方向に調整する
ように矢印がでます。
●45.1°以上になると矢印が反転し垂直方向に調整するように矢印
がでます。（本器は水平と垂直に基準をもっているため）
●0.00°、90.00°では矢印が消え、45.0°はバーのみの表示になります。
②電池表示
　電池の容量が少なくなると自動的に表示します。
③ブザー表示
　〔ブザー〕ボタンを押すとブザー表示がつき、0°、90°、0％、0mm/M でブザー音が鳴ります。再度ボタンを押す
とブザー表示は消え、ブザー音は鳴りません。
④　°、　％、　mm/M表示
　現在表示している数値が角度表示（°）か、割合表示（％）か、傾斜表示（mm/M）かを表しています。
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１．ベース基準面に、ゴミ等の付着や打痕等による突起がないことを確認して
ください。

２．電源ボタンを押し、デジタル表示をしているか、または°、％、mm/M
のいずれか表示していることを確認してください。

 〔水平精度確認〕  （図１）
３．水平の出ている面に本器を置いて電源を入れます。表示値が安定した後、
同一面上で１８０°回転します。安定した後の表示値が変わらないことで
精度確認をします。
（また、表示値の差がある場合でも±０．２°以内であれば正常です。）

 〔垂直精度確認〕  （図２）
４．垂直の出ている面に本器のデジタル表示部が上になるようにベース面を
あて、電源を入れます。デジタル部を上のまま水平方向に１８０°回転し、
本器上面を同一面上にあてます。安定した後の表示値が変わらないこと
で精度確認をします。

　　（また、表示値の差がある場合でも±０．２°以内であれば正常です。）
＊精度が確認できたら、そのまま測定を開始してください。

＊任意の角度をゼロとして測定することができます。
１．任意の角度で表示が安定するのを待ち、［表示保持］ボタンを押します。
２．表示が点滅したら、［校正／ゼロ］ボタンを押します。これで任意ゼロが
設定されました。

３．本設定を解除する場合は、もう一度［表示保持］ボタンを押します。

⑤表示切替ボタン
角度（°）、割合（％）、傾斜（mm/M）を切
り替えます。
⑥ＯＮ／ＯＦＦボタン（電源ボタン）
１回押すと電源が入り、再度押すと
電源は切れます。
また、電源を入れたままの状態にし
ておきますと約 6分後自動的に切れ
ます。
⑦ブザーボタン
１回押すと 0°、90°、0％、0mm/M
の時にブザー音が鳴るように設定されます。再度ボタンを押すと設定は解除されます。
⑧校正／ゼロボタン
水平及び、垂直の校正時や、任意ゼロ設定をする時に使用します。（詳細は■３ページ「任意ゼロ設定」「校正」を
ご参照ください。）
⑨照明ボタン
１回押すとバックライトが点灯し、再度押すと消灯します。
また、点灯した状態にしておくと約１分で自動消灯します。
⑩表示保持ボタン
１回押すとその時の表示値を固定します。再度ボタンを押すと表示値の固定は解除されます。

使用方法

各部の名称と機能（つづき）

⑨ ⑩⑧⑦⑥⑤

操　作　部

任意ゼロ設定

精 度 確 認

（図２）

（図１）
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＊次のような時には精度確認をし、±０．３°以上の誤差を生じた場合は校正を行う必要があります。
　●気温の激しい変化、本器が強い衝撃や振動を受けた場合
　●乾電池を抜いて長時間使用しなかった場合など
＊校正は必ず下記手順１．～17．を通して行ってください。

〔垂直の校正〕
10．大体垂直な面に、本器のデジタル表示部が上になるようにベー
ス基準面をあてます。

11．１５秒ほど後に「ピッ」と音が鳴り、［ＣＡＬ５］が表示されます。
　（図７）
その後［ＵＰ］←→［-６-］が切り替り表示されます。　

12．本器をそのまま水平方向に１８０°回転し、垂直面にあてます。
13．「ピッ」と音が鳴り、［ＣＡＬ６］が表示されます。（図８）
その後［ＵＰ］←→［-７-］が切り替り表示されます。　

14．つづいて、本器のデジタル表示部が下になるようにベース基準
面を垂直面にあてます。

15．「ピッ」と音が鳴り、［ＣＡＬ７］が表示されます。（図９）
その後［ＵＰ］←→［-８-］が切り替り表示されます。

16．本器をそのまま水平方向に１８０°回転し、垂直面にあてます。
17．「ピッ」と音が鳴り、［ＣＡＬ８］が表示されます。（図１０）
＊以上で、校正が完了しました。

 〔水平の校正〕
１．大体水平な定盤等の平面上へ、異物等が無いことを確認してか
ら本器のベース基準面を置き、［ＯＮ／ＯＦＦ］ボタンを押し電
源を入れます。

２．１５秒ほど待った後に［校正／ゼロ］ボタンを２秒間押します。
表示が［ＣＡＬ］に変わったあと、［ＵＰ］←→［-１-］が切り替り
表示されることを確認します。

３．１５秒ほど後に「ピッ」と音が鳴り、［ＣＡＬ１］が表示されます。
　（図３）
その後［ＵＰ］←→［-２-］が切り替り表示されます。　

４．本器をそのまま同一面上で水平方向に１８０°回転します。
５．「ピッ」と音が鳴り、［ＣＡＬ２］が表示されます。（図４）
その後［ＵＰ］←→［-３-］が切り替り表示されます。

６．つづいて、本器のケース上面を基準面にします。
７．「ピッ」と音が鳴り、［ＣＡＬ３］が表示されます。（図５）
その後［ＵＰ］←→［-４-］が切り替り表示されます。

８．本器をそのまま同一面上で水平方向に１８０°回転します。
９．「ピッ」と音が鳴り、［ＣＡＬ４］が表示されます。（図６）
その後［ＵＰ］←→［-５-］が切り替り表示されます。

＊これで水平の校正が完了しました。引き続き垂直の校正を行い
ます。

使用方法（つづき）
校　　　正
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逆転

（図１１）
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１．校正や任意ゼロ設定の場合以外に、［校正／ゼロ］ボタンを押さないでください。精度が狂う原因となります。
２．電池を交換した場合、電源が自動的に入りますが異常ではありません。そのまま［ＯＮ／ＯＦＦ］ボタンを押す
と電源は切れます。

３．落下等、強い衝撃を与えないでください。精度不良の原因になります。
４．本体底面のマグネットを、コンピュータ・時計・精密機器・方向コンパスなどに近づけないでください。故障の
原因になります。

５．本器を分解することは絶対にしないでください。

＊本器は90°を超え、さらに約22°傾けると表示を読みやすくするために、表示値が自動的に逆転します。（表示値は
約68°）
　測定の際は間違えないようにしてください。（図１１）

 ・一旦逆転した表示値を元に戻す場合はそのまま元の
角度の方向に傾きを変えると、90°を超え、さらに
約22°の所で元にもどります。（表示値は約 68°）

　（図１２）
 ・水平状態より右上がり、左上がりの場合で90°を超
えない場合、表示値は逆転しません。
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＊ 0°～ 45°（100％）までは水平に対し垂直の割合を表示します。
また、45.1°～ 90°（0％）までは垂直に対し水平の割合を表示します。

表示の逆転について

勾配換算表

ご 注 意

〔角度の例〕

〔角度例〕 〔割合例〕
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